




県健康福祉部「平成22年度・平成28年度県民健康・栄養調査」
西北は青森県国民健康保険団体連合会「平成23年度・平成28年度特定健診データ」、県は「平成22年度・平成28年度県民健康・栄養調査」
西北は五所川原保健所「平成23年度・平成28年度市町村国保特定健診問診票集計」、県は「平成22年度・平成28年度県民健康・栄養調査」
県健康福祉部「健康あおもり21」目標値
県健康福祉部「健康あおもり21（第2次）」目標値  
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資料：県観光国際戦略局「青森県観光入込客数統計」
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2005年 2015年 一般世帯数に占める高齢単身世帯の割合（2015）

西北全体
2005年　5,431世帯
2015年　7,406世帯

県全体
2005年　41,801世帯
2015年　61,580世帯

資料：環境省「一般廃棄物処理実態調査」
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資料：西北は青森県国民健康保険団体連合会特定健診データ
※1県健康福祉部「健康あおもり21」目標値
※2県健康福祉部「健康あおもり21（第2次）」目標値

（板柳町を除く）

資料：厚生労働省「平成27年度地域保健・健康増進事業報告」
　　 平成27年度から健診対象者の定義を全住民としたことから平成26年度までの
　　 受診率に違いが出て比較が困難になった。
※1県健康福祉部「健康あおもり21」目標値  
※2県健康福祉部「健康あおもり21（第2次）」目標値  

（板柳町を除く）

（単位：年）

資料：厚生労働省「平成22年及び平成27年市区町村別生命表」

資料：厚生労働省「平成27年市区町村別生命表」
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図10 リサイクル率の状況

表７  生活習慣に関する状況

表６  がん検診受診率表５  特定健康診査実施率

表４  全国・県・西北地域市町の平均寿命

図９  1人１日当たりごみ排出量の状況（総計）

図６  市町村別平均寿命（2015年）

図５  西北地域の観光入込客数の推移

図８ 高齢単身世帯数の状況（地域別）図７  高齢単身世帯数の状況（西北地域）

　2013（平成25）年以降、観光入込客数は順調に増加してきましたが、近年は横ばいとなっています。
　観光入込客は夏季（５-10月）に集中し、冬季（11-４月）は夏季の４割程度となっており、季節間の変動が大きい状況が続いてます。（図５）

観光入込客数
　生活習慣の多くの項目が2010（2011）年度を下回っており、また、「健康あおもり21（第２次）」で設定した目標値とは依然隔たりが
あります。（表７）

生活習慣

　ごみ総排出量は、全国や県内他地域に比べて少ない状況にありますが、リサイクル率は全国平均とは依然隔たりがあります。（図９、図10）

ごみ処理の状況

　一般世帯数に占める高齢単身世帯数は、各市町において増加しており、県内における高齢単身世帯数の割合も西北地域が最も高
くなっています。（図７、図８）

高齢単身世帯の増加

　2015（平成27）年の平均寿命は2010（平成22）年に比べると延伸し、その延び幅は半数以上の市町で全国の延び幅と同等以上と
なっていますが、全国平均とは依然隔たりがあります。（図６、表４）

平均寿命

　2016（平成28）年度の特定健康診査実施率、乳がん検診率は、着実に増加していますが、「健康あおもり21（第２次）」で設定した目標
値とは依然隔たりがあります。（表５、表６）

健診実施率・がん検診率

全国

青森県

鰺ケ沢町

鶴田町

五所川原市

中泊町

板柳町

つがる市

深浦町

79.6
77.3
77.0
77.0
77.3
76.9
77.4
77.8
77.5

80.8
78.7
78.9
78.8
78.5
78.1
78.5
78.6
78.1

1.2
1.4
1.9
1.8
1.2
1.2
1.1
0.8
0.6

男性

全国

青森県

深浦町

鰺ケ沢町

五所川原市

中泊町

つがる市

鶴田町

板柳町

86.4
85.4
84.4
85.1
85.4
85.3
86.3
86.1
86.0

87.0
86.0
85.8
86.1
86.0
85.9
86.6
86.1
85.4

 
0.6
0.6
1.4
1.0
0.6
0.6
0.3
0.0
-0.6

女性

1
2
3
4
5
6
7

順
位

西北

28.3 36.0

県

29.0 36.3

2012年度
目標※1

68.0

2022年度
目標※2

70以上

項目

実施率（％）

西北

31.1 
36.5 
37.8 
30.9 
16.7 

21.2 
27.1 
25.8 
29.5 
19.2 

県

21.7 
28.6 
22.4 
29.4 
17.9 

17.3 
23.9 
18.7 
29.8 
22.1 

2012年度
目標※1

50

2022年度
目標※2

50
以上

項目

胃がん（％）

大腸がん（％）

肺がん（％）

子宮がん（％）

乳がん（％）

西北 県

13 
10 

306 
273 

5,781 
4,400 

34 
27 
30 

6 

項目

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

2010
（2011）年度

12 
11 

286 
264 

4,728 
4,429 

35 
27 
30 

6 

6,884 
6,363 

37.4 
22.0 
36.1 
7.9 

7,418 
6,146 
33.9 
26.6 
26.5 

6.5 

2016年度 2010年度 2016年度n：西北地域
の調査数

食塩摂取量
（ｇ/日）※１

野菜摂取量
（ｇ/日）※１

歩行数
（歩/日）※１

肥満者の
割合（％）※2

　
喫煙率（％）※3

10.5 

265 

10.5 

300.2 

25以下

20以下

25以下

5以下

10未満

350以上

8,000以上
8,500以上

8,000以上

34 
19 

23以下

5以下

8.0

350.0

2012年度
目標※4

2022年度
目標※5

n=16
n=26
n=20
n=29

n=6
n=7

n=5,509
n=7,199
n=5,509
n=7,201

（g） （%）

（世帯） （世帯）

2010年 2015年 延び 2010年 2015年 延び

2011年度 2016年度 2011年度 2016年度 2011年度 2015年度 2011年度 2015年度

地 域 別計 画

132 133

西 北 地 域

第
4
章

地
域
別
計
画

第
4
章

地
域
別
計
画



※ゲートキーパー：自殺の危険を示すサインに気づき、適切な対応（悩んでいる人に気づき、声をかけ、話を聞いて、必要な支援につなげ、見守る）を図るこ
　とができる人のことです。

　太宰治生誕110年（2019年）、東京2020オリ
ンピック・パラリンピック競技大会開催（2020年）、
東北新幹線新青森駅開業10年（2020年）、北海
道新幹線奥津軽いまべつ駅開業５年（2021年）、
そして「北海道・北東北の縄文遺跡群」の世界文
化遺産登録に向けた取組など、国内外からの誘
客につながる機会が次々に控えています。
　これらのチャンスを生かし、地域が一体となっ
て観光コンテンツの開発と磨き上げやリピーター
獲得に向けた受入態勢の強化に継続して取り組
むとともに、誘客の促進や情報発信の推進に向
けた人財育成・連携方策などの充実を図ります。

チャンスを生かし、
地域が一体となった観光の推進

❶誘客の強化のための地域資源の発
掘・磨き上げ・観光コンテンツ化、既
存コンテンツの見直しの推進

❷テーマ性を有する観光コンテンツの
開発推進

❸観光コンテンツを活用した新幹線駅
等の玄関口からの観光ルートの形成

❹観光客がまた訪れたくなるような受
入態勢の整備や観光客の期待に応え
る仕組みづくり

❺相手に響く地域の情報の発信などを
担う人財の育成と人財同士の連携の
促進

❻地域が一体となった観光情報発信の
促進

主な取組

2

　消費者ニーズに対応し、かつ地域の特性を生か
した安全・安心で付加価値の高い農林水産物の生
産による地域ブランド力の強化と地元の資源や人
財を活用した地域の６次産業化を推進します。
　また、人口減少社会の中で農林水産業を地域の
基幹産業として一層発展させるため、担い手の確
保・育成と省力・低コスト生産に取り組むとともに、
一次産業の基盤となるきれいな農地、水、環境の
保全と再生を図ります。

ブランド力アップで稼ぐ
農林水産業の推進

❶マーケットインによる産品づくりや販
売ネットワーク化の推進と地域ブラン
ド化に向けた情報発信の強化

❷地元の生産者、加工・販売業者の連
携促進による地域の６次産業化の
推進

❸地域の生産者や団体、行政機関と教
育機関等が連携した担い手確保と技
術・経営力の向上や優良経営体の情
報発信

❹ＩＣＴやロボット化技術を活用した省
力・低コスト技術の導入による労働生
産性の向上

❺豊かな森林の整備、環境に配慮した
農業生産や藻場の整備などによる豊
穣な海づくりの推進

主な取組

1

　ヘルスリテラシー（健やか力）の向上や定期的
な検診等に、働く現場を含む地域ぐるみで取り組
みます。
　また、バランスの良い食生活の定着や生活習
慣の改善、こころと体の健康づくりに関する地域
ぐるみの相談支援体制の充実に取り組みます。
　初期医療や健康相談を担うかかりつけ医の普
及、二次医療機関の役割周知など地域の医療を
支える体制の強化と、医療と介護の連携強化に
取り組みます。

地域が一体となった
健やかな地域づくり

❶特定健診・特定保健指導やがん検
診の意義の浸透と受診意識の醸成、
健診後のきめ細かな個別支援体制
の充実

❷子どもの頃からの栄養・食生活に関
する正しい知識の習得、日常生活に
おける運動習慣定着化の推進

❸禁煙支援や受動喫煙防止対策の推進

❹こころの健康に関する相談窓口の周
知や各相談窓口担当者間の連携強
化、ゲートキーパー※等の人財育成

❺医療機関ごとの役割分担の周知や
医療機関とケアマネージャー等との
連携の強化

主な取組

3

　若者の地域への定着に向け、農林水産業や観
光産業の推進による働く場の創出に取り組むほ
か、地域を愛し、誇りに思う心を醸成する取組を
促進します。
　出会いの場の創出、結婚・妊娠・出産・子育て
に至る切れ目のない支援を推進します。 
　地域で支え合いながら、安心して暮らすことが
できる社会づくりのための取組を促進します。
　未利用資源としての空き家の活用などに向け
た取組を促進するとともに、ごみ排出量の削減と
リサイクルの推進等に取り組みます。

ふるさとを愛し、共に生き、
暮らすことができる地域づくり

❶農林水産業や観光産業の推進による
若者の働く場の創出、次世代の若者
を育むための取組の促進と幅広い世
代間交流の場づくり

❷市町村などと連携した出会いにつな
がるサポート体制の充実、結婚から
子育ての総合的な取組の推進

❸「青森県型地域共生社会」の実現に向
けた、高齢者等に対する見守り・買い
物・移動・除雪などの生活支援や高齢
者の居場所・交流の場づくりの推進

❹市町村などと連携した適正な空き家
活用・管理・処分方策の促進

❺市町村などと連携したごみの減量と
分別に対する地域住民の意識改革の
促進、協力体制の構築

主な取組

4

3.

じょう

ほう

今後５年間の取組の基本方針と主な取組
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　観光入込客数は、2011（平成23）年度、東日本大震災の影響により大きく減少しましたが、近年は増加傾向にあり、震災前の水準
まで回復しています。2015（平成27）年度の行祭事・イベント観光入込客数の増加は、Ｂ－１グランプリin 十和田が大きく影響して
います。（図５）

観光入込客数

　生活面では、県内他地域と同様に人口減少や高齢化などが進行していること、自殺による死亡率が比較的高いことを踏まえると
ともに、東日本大震災の教訓を生かし、誰もが安全で安心して暮らせる地域づくりを進めることが必要です。（図６、図７）

生活面

管内観光入込客数
行祭事・イベント観光入込客数

2010 11 12 13 14 15 16 17

8,000
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6,939

資料:県観光国際戦略局「青森県観光入込客統計」
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　就業人口は9万9,746人で、県全体（62万5,970人）の15.9％となっています。内訳で見ると、「その他サービス業」の割合が最
も高く、次いで、「卸売、小売業」、「製造業」の割合が高くなっています。
　県全体と比べると、「製造業」、「建設業」、「農業、林業」の割合が高く、「卸売業、小売業」、「医療、福祉」、「運輸業、郵便業」の割
合が低くなっています。（図３）

就業人口構成

　上北地域の農業生産額は、596億円となっており、県全体の34.2％を占め、県内で最も高くなっています。（図４）

農業生産額

　乳用牛、肉用牛、豚の飼養頭数の県全体の半数以上を上北地域が占めています。（表４）

主要家畜飼養頭羽数

　ごぼう、ながいも、にんにくなどの多くの品種において、県全体の半数以上の作付面積を上北地域が占めています。（表３）

主要野菜作付面積

県

上北 99,746人12.1 11.3 12.7 12.9 17.3 6.8 3.312.14.4

2.1

4.69.510.8 10.2 15.5 16.6 5.6 3.613.44.9

3.4

1.01.41.0 0.4

1.10.91.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

625,970人

乳用牛

9,000

11,900

75.6%

肉用牛

36,460

55,700

65.5%

豚

244,000

370,300

65.9%

採卵鶏

2,413,850

6,737,900

35.8%

肉用鶏

3,553,170

7,722,500

46.0%

上北

県全体

割合

資料：県上北地域県民局地域農林水産部（2017（平成29）年）

単位：頭（牛・豚）、羽（鶏）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

上北 596億円
34.2%

中南 424億円
24.4%

三八 323億円
18.6%

西北 306億円
17.6%

東青 73億円 4.2% 1.0%
下北 18億円

資料:県企画政策部「平成27年度市町村民経済計算」

資料:厚生労働省「平成27年市区町村別生命表」

資料:厚生労働省「人口動態統計」
※上十三地域の構成市町村は、十和田市、三沢市、野辺地町、七戸町、六戸町、横浜町、東北町、六ケ所村である。

図３  地域の就業人口構成

図４  域内総生産の農業生産額

農業、林業
運輸業、郵便業
医療、福祉

水産業
卸売業、小売業
その他サービス業

建設業
金融業、保険業
公務

製造業
不動産業、物品賃貸業
その他・分類不能

情報通信業
宿泊業、飲食サービス業

資料:総務省「平成27年国勢調査」

表４  主要家畜飼養頭羽数

表３  主要野菜・水稲作付面積

ごぼう

1,535

1,926

79.7%

ながいも

1,354

2,010

67.4%

だいこん

1,300

1,876

69.3%

にんにく

1,034

1,714

60.3%

にんじん

492

634

77.6%

ばれいしょ

315

468

67.3%

キャベツ

142

175

81.1%

ねぎ

99

308

32.1%

こかぶ

91

97

93.8%

水稲

7,290

42,600

17.1%

上北

県全体

割合

資料：県上北地域県民局地域農林水産部（2016（平成28）年）

（単位：ha）

（年）
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図５  上北地域の観光入込客数の推移

図６  市町村別平均寿命

図7  全国・県・上十三地域の自殺死亡率の推移



※重点道の駅：地域活性化の拠点となる企画の具体化に向け、今後の重点支援で効果的な取組が期待できるものとして国土交通省が選定する道の駅のことです。
※セーフコミュニティ：事故によるけが、犯罪、暴力、自殺などを偶然の結果として捉えるのではなく、科学的なデータに基づく適切なプログラムで予防し、改善につな
　げていくために、行政、民間団体、地域住民など多くの主体の協働により、地域ぐるみで行う取組のことです。

　上北地域の強みである豊富な農林水産物を生
かした農商工や研究機関の連携による食産業の
振興、美しい自然、温泉、食、歴史、文化などの
地元ならではの資源を生かした魅力ある観光地
づくり、風力発電等の再生可能エネルギー施設
や原子燃料サイクル施設を始めとする多様なエ
ネルギー関連施設の集積を生かしたエネルギー
関連産業の振興に取り組みます。

地域の資源や強みを生かした
魅力あるしごとづくり

❶農商工業者・関係機関等の連携による
地元食材を生かした食関連産業の振興

❷国立公園満喫プロジェクトを契機とし
た十和田湖・奥入瀬渓流観光の活性化

❸三沢空港や東北新幹線七戸十和田駅
などの交通利便性を生かした、四季
を通じて楽しめる周遊観光の推進

❹インバウンドもターゲットに、地域の
暮らしを体験するまち歩きや民泊、自
然、風土、歴史（北前船等）、文化（馬
等）、食などに焦点を当てた、新たな
視点での観光コンテンツの磨き上げ
と情報発信の強化

❺ＤＭＯ等を主体とした、地域の連携
による観光地づくりの推進とこれを
支えるガイド等の観光人財の育成

❻多様なエネルギー資源・関連施設を
生かした関連産業の振興

主な取組

2

　人口減少と高齢化が進む状況においても、持続
的に上北地域の農林水産業を成長させていくため、
新たな担い手の確保や地域の中核を担う経営体の
育成に加えて、地域コミュニティの活性化を図ると
ともに、経済のグローバル化や労働力不足に対応
した野菜・畜産などの生産体制の強化や、担い手
への農地の集積・集約化を推進します。
　また、消費者ニーズに対応した質の高い農林水
産物の安定供給とブランド力の向上を図り、産地直
売施設などを生かした地産地消の推進と新たな市
場への販路拡大に取り組みます。    

これからの農林水産業を支える
基盤と稼ぐ仕組みづくり

❶「地域経営」の推進による担い手の確
保・育成と地域コミュニティの活性化

❷労働力補完体制の整備と省力化に
向けた機械・施設の導入の促進

❸担い手の高生産性農業の実現に向け
たほ場整備の推進

❹土づくりやＧＡＰ等の推進による安
全・安心で高品質な農林水産物の安
定生産

❺商品開発の促進や組織活動の強化に
よる地産地消の推進とブランド化に
よる国内外への販路拡大

主な取組

1

　人口減少や高齢化が進行する中で、地域で住
民を支え合う地域コミュニティを強化し、災害に
強い地域づくりを進めるとともに、地域住民の健
康づくりなどに取り組み、地域共生社会づくりを
推進します。

安全・安心で健康に暮らせる
地域共生社会づくり

❶保健・医療・福祉包括ケアシステム
を基盤とした、市町村・地域との協
働による健康に暮らせる地域づくり

❷住民のヘルスリテラシー（健やか力）
の向上による生活習慣の改善

❸ゲートキーパーの育成などを通じた地
域社会で取り組む自殺予防対策の推進

❹自然災害や感染症発生時における危
機管理体制の強化

❺災害に強い地域づくりに向けた防災
公共の推進、重点道の駅※として選
定された道の駅よこはまエリアでの
防災拠点の整備促進

❻セーフコミュニティ※の理念の普及

主な取組

3

　これからの地域づくりを進める上で人財は何より
も重要であり、地域全体で育んでいく必要があるた
め、地元への強い想いを抱き、夢を形に変えていく、
地域の核となる人財の育成や活動を円滑にするため
のネットワークづくりを支援するとともに、次世代の
地域を担う子どもたちを地元への愛着と誇りを持っ
た人財に育てるための取組を推進します。
　また、活力ある地域づくりに必要となる人財を確
保するため、若年者の定住や大都市圏からの移住の
促進などによる人財の還流に向けた取組を進めます。

上北の明日を創る人財の確保・
育成とネットワークづくり

❶地域を理解し、関係者と協力しなが
ら課題を解決できる人財の育成

❷地域づくりに取り組む人財や団体等
の活動を円滑にし、連携した取組を
支えるネットワークづくりの推進

❸地域への理解と愛着を深めるための
学習の場の提供

❹地域が育んだ人財の定住と首都圏等
からの移住の拡大による人財の還流
の促進

主な取組

4

3.
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　下北地域では、男性の平均寿命で全ての市町村が全国順位のワースト50位以内となっているなど、健康に関する指標が芳しくな
い状況にあります。
　主な健康課題として、肥満者の割合や喫煙率が高いこと、がん検診の精密検査受診率が低いことなどが挙げられます。
　肥満傾向児出現率は、小学校１年生から高校３年生までの全年齢層で県平均を上回るとともに、小学校２年生の年齢層を除き県
内の他地区より高くなっています。（図６、図７）

健康指標

　2017（平成29）年における下北地域の観光入込客数は145万６千人となっており、前年と比べると3.2％ほどの減少となっています。
2011（平成23）年の東日本大震災以前の水準には戻っていませんが、緩やかな回復傾向が見られます。（図５）

観光入込客数

農業、林業
運輸業、郵便業
医療、福祉

水産業
卸売業、小売業
その他サービス業

建設業
金融業、保険業
公務

製造業
不動産業、物品賃貸業
その他・分類不能

情報通信業
宿泊業、飲食サービス業

資料:総務省「平成27年国勢調査」

★
▲■

■
●
★

★★ ★

★ ★

●

●

● ●
■ ■

■
■

▲

▲ ▲
▲

▲

★

●

●

●

●

●

■

■

地 域 別計 画

148 149

資料：厚生労働省 「平成27年市区町村別生命表」
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資料：県教育庁「平成29年度児童生徒の健康・体力」
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下 北 地 域

　就業人口は3万4,528人となっており、県全体の5.5％を占めています。内訳を見ると、「その他サービス業」の割合が最も高く、
次いで「卸売業、小売業」、「公務」、「建設業」の割合が高くなっています。
　県全体と比べると「公務」や「水産業」の割合が高く、「農業、林業」、「医療、福祉」の割合が低くなっています。（図３）

就業人口構成

　下北地域の海面漁業・海面養殖業生産量では、従来から、いか類が生産量の多くを占めていますが、2005（平成17）年と比べる
と半分近く減少しています。（図４）

海面漁業・海面養殖業生産量

県

下北 34,528人6.8 12.4 8.9 17.3 12.4 3.411.15.2

4.69.510.8 10.2 15.5 16.6 5.6 3.613.44.9

13.9

0.9
1.50.3

2.93.0

1.12.10.91.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

625,970人

資料：農林水産省「漁業・養殖業生産統計」
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図3 地域の就業人口構成

図４ 下北地域の海面漁業・養殖業生産量の状況

図5 下北地域の観光入込客数の推移

図6 市町村別平均寿命

図7 肥満傾向児出現率地区別比較（男女）
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　下北ジオパークに代表される独特の自然・歴史・
文化・食などを活用し、関係者が一体となって、多
様な顧客ニーズに対応した観光サービスを提供す
る仕組みづくりと情報発信の強化に取り組みます。
　また、北海道新幹線と空路、下北ならではの
航路等を連携させた広域的・立体的な交流促進
を図るとともに、外国人観光客の受入態勢の充
実に取り組みます。
　さらに、観光で「経済を回す」視点を持ち、観
光客の満足度を高めることによるリピーターの確
保をめざします。

満足度の高い下北観光の推進
❶下北ジオパークを始めとする観光資
源の開発や磨き上げによる安定的な
観光客受入れの推進

❷他地域との連携による広域観光の推進

❸外国人観光客の受入れに向けた環境
整備及び人財育成

❹地域の観光情報発信の強化

❺ＩＣＴの利活用の促進

❻交通基盤の整備、鉄道・空路・航路の
連携

主な取組

2

　自然条件等の地域特性を生かして、地域の基盤と
なる農林水産業の体質強化に取り組み、下北ならで
はの特色ある地域ブランドの確立をめざします。

地域の特長を生かした
農林水産業の充実

❶地域の特性に応じた規模拡大や低コ
スト生産等による経営改善

❷若手・高齢・女性農林漁業者や新規
参入者等多様な担い手の確保・育成

❸つくり育てる漁業や資源管理型漁業
の推進と漁場の維持・再生

❹地域に適した特色ある農林水産物の
生産地域拡大、ブランド力の向上及び
ＳＮＳの活用等による情報発信力の強化

❺生産者間や食品製造業の異業種との
連携促進による産地直売所の活性化
と新たなビジネス展開の推進

❻森林の整備、管理及び間伐材の新た
な利用の促進

❼広葉樹林主体の里山林整備による地
域ぐるみの持続可能で安全・安心な
環境づくり

主な取組

1

　下北地域の健康課題である高い肥満傾向児出
現率や高い喫煙率の改善に向け、妊産婦への保
健指導の充実及び、小児期の健康的な生活習慣
の定着に取り組むとともに、がん検診の精密検査
受診率を向上させ、平均寿命の延伸を図ります。
　また、これまで取り組んできた保健・医療・福
祉包括ケアシステムを更に充実させ、「青森県型
地域共生社会」の実現に向けた体制づくりを推進
します。

健康なまちづくりの推進

❶小児期からの効果的な食・運動・生
活習慣定着の促進

❷飲食店等での受動喫煙のない環境
の推進

❸がん検診の精密検査受診率の向上に
向けた普及啓発

❹市町村等の支援を受けて、多様な主
体が保健・医療・福祉サービスや、
生活支援サービス等を提供する体制
整備の推進

主な取組

3

　地域の歴史・自然・産業・文化・伝統・芸能といっ
た魅力を生かした、活力ある地域づくりに向けて
活動する人財の育成とネットワークづくりを推進
します。

元気な下北をつくる人づくり
❶地域の魅力を発掘し、新たな価値を
創造して、更に広める人財の育成

❷地域の活性化やコミュニティ機能の
維持に向けた、主体的な活動を実践
する人財の育成

❸交流人口・関係人口の拡大とUI Jターン
の推進

主な取組

4

3.今後５年間の取組の基本方針と主な取組
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